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ア ド ミ ッ シ ョ ン ポ リ シ ー

入学者に求める資質・能力（求める学生像）
看護学，放射線技術科学，ならびに検査技術科学それぞれの分野において，博士前期課程で培われた高
度な専門的能力をさらに高め，保健医療の実践の場において指導的・専門的立場から実務を遂行し，自立
的な研究が併行して行える人材を養成するために，以下のような資質・能力を有する学生を求めます。
・それぞれの分野における学問体系の確立と技術の開発を積極的に推進する意志のある人
・保健学専攻博士後期課程の教育を受けるための基礎学力と専門分野に関連する高度な知識・技能等
を持ち，博士後期課程において深い学識と専門領域に関する高度な研究能力を修得する意志のある人
・保健医療において指導的・専門的立場から実務又は医療専門職者の養成を推進し，自立的な研
究を併行して行う資質を修得する意志のある人
・国際的な視野を持ち，文化，社会，人間の多様性を認めあうことができるとともに，あらゆる
変化に対して弾力的に対応できる能力を有し，かつ自ら新たな道を切り開く意志のある人

　感染症の感染拡大状況等により本募集要項の内容に変更が生じた場合は以下のとおり
ホームページ等により周知しますので，出願前や受験前は特にご注意願います。
　　	 大学院保健学研究科ホームページアドレス　　　
　　	 https://www.clg.niigata-u.ac.jp/

　他の受験生への感染拡大を防止するため，以下の方は受験を制限します。
　季節性インフルエンザや新型コロナウイルス感染症など学校保健安全法施行規則において出席停
止が定められている感染症に罹患し，学校保健安全法による出席停止期間を経過していない方（病
状により学校医その他の医師において感染のおそれがないと認めたときはこの限りではありません。）
　また上記により，受験できなかった場合の追試験等の措置は行いませんのでご留意願います。
　試験当日までは，なるべく人混みへの外出を避け，必要に応じてマスクの着用，手洗い・うがい
の励行等といった感染予防と体調管理に努めてください。
※	「入学者選抜における感染症対策」は下記ホームページにて最新情報を随時更新しています。出
願前や受験前は必ずご確認ください。

https://www.niigata-u.ac.jp/admissions/graduate/gr_covid_19/

新潟大学志願者への入学検定料免除について

　　新潟大学では，災害等の被災者の経済的負担を軽減し，進学機会の確保を図るため，
入学検定料免除の特別措置を行います。
　　免除の対象となる災害及び被災地域等，免除に関する詳細については，本学ホーム
ページの受験生特設サイトをご覧ください。
　　受験生特設サイト：https://www.niigata-u.ac.jp/examinee/
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入試日程等

❖入試日程

出　 願　 期　 間 令和 5年 7月11日㈫～ 7月14日㈮〔必着〕

資格審査申請期間
（該当者のみ）

令和 5 年 6 月23日㈮～ 6 月30日㈮

資格審査結果通知
（該当者のみ）

令和 5 年 7 月 7 日㈮

試　　 験　　 日 令和 5年 8月22日㈫

合　 格　 発　 表 令和 5 年 9 月 7 日㈭

入　 学　 手　 続 令和 5 年 9 月19日㈫～令和 5 年 9 月20日㈬

❖試験会場
　　　新潟大学医学部保健学科校舎
　　　新潟市中央区旭町通 2 番町746番地

❖入試事務
　　　〒951-8518　新潟市中央区旭町通 2 番町746番地
　　　　　　　　　　新潟大学医学部保健学科学務係
　　　　　　　　　　　☎（025）227-2357・2358
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分野名及び募集人員

専　攻　名 教 育 研 究 分 野 募集人員

保健学専攻
看　護　学　分　野

6 人放射線技術科学分野
検査技術科学分野

（注）募集人員は，一般選抜，社会人特別選抜，私費外国人留学生特別選抜及び進学者選考を合
わせた人数です。

〔一般選抜・社会人特別選抜・私費外国人留学生特別選抜〕

・出願資格等

　1．一般選抜
⑴　次のいずれかに該当する者とします。

①　修士の学位若しくは専門職学位を有する者又は令和 6 年 3 月31日までに授与される見
込みの者

②　外国において，修士の学位若しくは専門職学位に相当する学位を授与された者又は令
和 6 年 3 月31日までに授与される見込みの者

③　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位若
しくは専門職学位に相当する学位を授与された者又は令和 6 年 3 月31日までに授与され
る見込みの者

④　我が国において外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度にお
いて位置づけられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を
修了し，修士の学位若しくは専門職学位に相当する学位を授与された者又は令和 6 年 3
月31日までに授与される見込みの者

⑤　国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法
（昭和51年法律第72号）第 1 条第 2 項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基
づき設立された国際連合大学（以下「国際連合大学」という。）の課程を修了し，修士の
学位に相当する学位を授与された者又は令和 6 年 3 月31日までに授与される見込みの者

⑥　大学を卒業し，大学，研究所等において 2 年以上研究に従事した者で，本研究科にお
いて当該研究の成果等により修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力が
あると認めたもの

⑦　外国において学校教育における16年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信
教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育の16年
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の課程を修了した後，大学，研究所等において 2 年以上研究に従事した者で，本研究科
において当該研究の成果等により修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学
力があると認めたもの

⑧　本研究科において，個別の入学資格審査により修士の学位又は専門職学位を有する者
と同等以上の学力があると認めた者で，令和 6 年 3 月までに24歳に達するもの

●　志願する者は，希望する分野の特定研究指導教員（27ページ参照）に事前に連絡し，
出願してください。
●　出願資格②，③により出願を希望する者は，出願に先立ち出願資格の確認を行いま
すので， 9ページの 2．提出先等（照会先）の係に問い合わせの上，同係の指示する
提出書類とともに返信用封筒（長形 3号に返信先の住所・氏名等を記入し，35４円分の
切手を貼ったもの）を提出してください。
　（※郵便料金の改定があった場合は，改定後の料金の郵便切手（速達分）を貼ってく
ださい。）
●　出願資格⑥～⑧により出願を希望する者は，出願に先立ち資格審査を行います。 8
ページの「出願資格の審査」を参照してください。

⑵　出願に必要な書類

①入　　学　　志　　願　　票 本要項に添付の用紙を使用してください。なお，「検定料納付証
明書（新潟大学提出用）」を所定欄に確実に貼ってください（※
取扱金融機関の収納印が押印されていることを必ず確認してく
ださい。）。

②受　験　票　・　写　真　票 所定箇所に写真（ 3 か月以内に撮影した，縦 4 ㎝×横 3 ㎝，上
半身，無帽，正面向きのもので受験時に眼鏡を使用する者は，
眼鏡をかけて撮影してください。）をそれぞれ貼ってください。

③成　　績　　証　　明　　書 出身学校長（研究科長，学部長等）が作成し，厳封したもの
④最終学歴
の修了証明
書
（右のいず
れか）

修了（又は見込み）
証明書

出身大学院の研究科長（又は学長）が作成したもの

卒 業 証 明 書 出身大学の学部長（又は学長）が作成したもの
学位授与証明書又
は学位申請受理証
明書

大学改革支援・学位授与機構が作成したもの

⑤修　　士　　論　　文　　等 修士の学位を有する者は，修士論文の写し及び論文の要旨（本
研究科所定の用紙で2,000字程度）各 1 部
また，専門職学位を有する者で，修士論文に相当する論文を有
する場合は，当該論文の写し 1 部
修士課程修了見込みの者及び出願資格④～⑧により出願する者
は，研究経過報告書（本研究科所定の用紙で2,000字程度）

⑥研　究（希　望）計　画　書 本研究科所定の用紙
⑦研　究　業　績　の　概　要 A 4 版で400字以内で様式は任意，若しくは専門領域で最新の業

績等のコピー
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⑧検　　定　　料　　30,000円 本要項に添付の「振込依頼書（新潟大学大学院保健学研究科（博
士後期課程）入学試験検定料）・振込金及び手数料領収書（志願
者保存）・検定料納付証明書（新潟大学提出用）」に必要事項を
記入し，以下の点に留意の上，切り離さずに最寄りの金融機関
（ゆうちょ銀行を除く。）に持参し，窓口で所定の検定料を振り
込んでください。その際，必ず取扱金融機関収納印欄に押印を
受けてください。
なお，振込手数料は，志願者本人の負担となります。
・依頼人氏名欄は，必ず志願者本人の氏名を記入してください。
・ 検定料の振込みは，令和 5 年 7 月 7 日㈮から 7 月14日㈮〔15

時〕までの期間内に必ず行ってください（※土・日曜日及び
祝日の振込みはできません。）。

・ ATM（現金自動預払機）での振込みはできません。
⑨検 定 料 納 付 証 明 書

（新 潟 大 学 提 出 用）
金融機関の窓口から返却された「検定料納付証明書（新潟大学
提出用）」を入学願書の所定欄に貼ってください（※取扱金融機
関の収納印が押印されていることを必ず確認してください。）。

⑩返　信　用　封　筒　 2 　枚
　・受 験 票 在 中
　・合 格 通 知 書 在 中

・ 封筒には，志願者の郵便番号，住所及び氏名を記入してくだ
さい。

・ 「受験票在中」の封筒には，郵便切手354円分を貼ってください。
　 （※郵便料金の改定があった場合は，改定後の料金の郵便切

手（速達分）を貼ってください。）
・ 「合格通知書在中」の封筒には，郵便切手を貼る必要はあり

ません。
⑪連 絡 受 信 先 シ ー ル 志願者の郵便番号，住所及び氏名を明記してください。
⑫在 留 カ ー ド の 写 し
　又　は　旅　券　の　写　し

外国籍を有する者は，在留カードの写し（表面及び裏面）又は
旅券の写しを提出してください。

　 2 ．社会人特別選抜
　　⑴　出願資格

　この制度は社会人を対象にした選抜試験であり，出願できる者は，入学時に医療・保健・
福祉施設，教育研究機関，官公庁，企業等において 3 年以上の専門的な実務経験（通算可）
を有する者で次のいずれかに該当し，入学後も引き続き勤務を続ける者に限ります。

①　修士の学位若しくは専門職学位を有する者又は令和 6 年 3 月31日までに授与される見
込みの者

②　外国において修士の学位若しくは専門職学位に相当する学位を授与された者又は令和
6 年 3 月31日までに授与される見込みの者

③　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位若
しくは専門職学位に相当する学位を授与された者又は令和 6 年 3 月31日までに授与され
る見込みの者

④　我が国において外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度にお
いて位置づけられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を
修了し，修士の学位若しくは専門職学位に相当する学位を授与された者又は令和 6 年 3
月31日までに授与される見込みの者

⑤　国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法
（昭和51年法律第72号）第 1 条第 2 項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基
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づき設立された国際連合大学（以下「国際連合大学」という。）の課程を修了し，修士の
学位に相当する学位を授与された者又は令和 6 年 3 月31日までに授与される見込みの者

⑥　大学を卒業し，大学，研究所等において 2 年以上研究に従事した者で，本研究科にお
いて当該研究の成果等により修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力が
あると認めたもの

⑦　外国において学校教育における16年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信
教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育の16年
の課程を修了した後，大学，研究所等において 2 年以上研究に従事した者で，本研究科
において当該研究の成果等により修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学
力があると認めたもの

⑧　本研究科において，個別の入学資格審査により修士の学位又は専門職学位を有する者
と同等以上の学力があると認めた者で，令和 6 年 3 月までに24歳に達するもの

●　志願する者は，希望する分野の特定研究指導教員（27ページ参照）に事前に連絡し，
出願してください。
●　出願資格②，③により出願を希望する者は，出願に先立ち出願資格の確認を行いま
すので， 9ページの 2．提出先等（照会先）の係に問い合わせの上，同係の指示する
提出書類とともに返信用封筒（長形 3号に返信先の住所・氏名等を記入し，35４円分の
切手を貼付したもの）を提出してください。
　（※郵便料金の改定があった場合は，改定後の料金の郵便切手（速達分）を貼ってく
ださい。）
●　出願資格⑥～⑧により出願を希望する者は，出願に先立ち資格審査を行います。 8
ページの「出願資格の審査」を参照してください。

　　　　●　「大学院設置基準第14条に基づく教育方法の特例」について
特別選抜（社会人）入学者に対して，大学院での学習を容易とするために「大学院設

置基準第14条に基づく教育方法の特例」があります。

⎭

︱
︱
︱
︱
︱
︱⎫

参　考
　大学院設置基準第14条（昭和49年文部省令第28号抜粋）
　大学院の課程においては，教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間
その他特定の時間又は時期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により
教育を行うことができる。

⎩

︱
︱
︱
︱
︱
︱⎧

ただし，本特例を受ける場合にあっても本大学院において指定した講義等の日時の範
囲内で受講が可能なこととします。

◎　第14条適用希望者は，入学願書の第14条特例の希望の有無欄に○印で表記してく
ださい。

◎　第14条適用者に対しては， 6 ， 7 限目（18：05～21：15）の時間帯で開講するこ
ともあります。

◎　授業によっては，集中講義（土曜日，日曜日を含む。）の授業もあります。
◎　第14条適用者で，上記以外の授業形態を希望する場合は，指導教員と相談してく

ださい。

HOBOHB-1.indd   4HOBOHB-1.indd   4 2023/05/16   13:57:132023/05/16   13:57:13



5 ――

ただし，希望どおりの授業形態とはならない場合があります。この場合は修業期
間は 3 年以上を要することがあります。

●　社会人は，標準修業年限を超えての計画的な履修（長期履修 4 年， 5 年）を許可する
ことがあります。

●　社会人で企業等を退職し入学する者は，一般選抜で出願してください。

⑵　出願に必要な書類

①入　　学　　志　　願　　票 本要項に添付の用紙を使用してください。なお，「検定料納付証
明書（新潟大学提出用）」を所定欄に確実に貼ってください（※
取扱金融機関の収納印が押印されていることを必ず確認してく
ださい。）。

②受　験　票　・　写　真　票 所定箇所に写真（ 3 か月以内に撮影した，縦 4 ㎝×横 3 ㎝，上
半身，無帽，正面向きのもので受験時に眼鏡を使用する者は，
眼鏡をかけて撮影してください。）をそれぞれ貼ってください。

③成　　績　　証　　明　　書 出身学校長（研究科長，学部長等）が作成し，厳封したもの
④最終学歴
の修了証明
書
（右のいず
れか）

修了（又は見込み）
証明書

出身大学院の研究科長（又は学長）が作成したもの

卒 業 証 明 書 出身大学の学部長（又は学長）が作成したもの
学位授与証明書又
は学位申請受理証
明書

大学改革支援・学位授与機構が作成したもの

⑤研　究（希　望）計　画　書 本研究科所定の用紙
⑥研　究　業　績　等　調　書 本研究科所定の用紙
⑦研　究　業　績　の　概　要 A 4 版で400字以内で様式は任意，若しくは専門領域で最新の業

績等のコピー
⑧検　　定　　料　　30,000円 本要項に添付の「振込依頼書（新潟大学大学院保健学研究科（博

士後期課程）入学試験検定料）・振込金及び手数料領収書（志願
者保存）・検定料納付証明書（新潟大学提出用）」に必要事項を
記入し，以下の点に留意の上，切り離さずに最寄りの金融機関
（ゆうちょ銀行を除く。）に持参し，窓口で所定の検定料を振り
込んでください。その際，必ず取扱金融機関収納印欄に押印を
受けてください。
なお，振込手数料は，志願者本人の負担となります。
・依頼人氏名欄は，必ず志願者本人の氏名を記入してください。
・ 検定料の振込みは，令和 5 年 7 月 7 日㈮から 7 月14日㈮〔15

時〕までの期間内に必ず行ってください（※土・日曜日及び
祝日の振込みはできません。）。

・ ATM（現金自動預払機）での振込みはできません。
⑨検 定 料 納 付 証 明 書

（新 潟 大 学 提 出 用）
金融機関の窓口から返却された「検定料納付証明書（新潟大学
提出用）」を入学願書の所定欄に貼ってください（※取扱金融機
関の収納印が押印されていることを必ず確認してください。）。
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⑩返　信　用　封　筒　 2　枚
　・受 験 票 在 中
　・合 格 通 知 書 在 中

・�封筒には，志願者の郵便番号，住所及び氏名を記入してくだ
さい。

・「受験票在中」の封筒には，郵便切手354円分を貼ってください。
　�（※郵便料金の改定があった場合は，改定後の料金の郵便切
手（速達分）を貼ってください。）

・�「合格通知書在中」の封筒には，郵便切手を貼る必要はあり
ません。

⑪就　　学　　承　　諾　　書 本研究科所定の用紙
⑫連 絡 受 信 先 シ ー ル 志願者の郵便番号，住所及び氏名を明記してください。
⑬在 留 カ ー ド の 写 し
　又　は　旅　券　の　写　し

外国籍を有する者は，在留カードの写し（表面及び裏面）又は
旅券の写しを提出してください。

　 3．私費外国人留学生特別選抜
⑴　出願資格
日本の国籍を有しない者で，次のいずれかに該当する者とします。
①　修士の学位若しくは専門職学位を有する者又は令和 6年 3月31日までに授与される見
込みの者
②　外国において修士の学位若しくは専門職学位に相当する学位を授与された者又は令和
6年 3月31日までに授与される見込みの者

③　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し，修士の学位若
しくは専門職学位に相当する学位を授与された者又は令和 6年 3月31日までに授与され
る見込みの者
④　我が国において外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度にお
いて位置づけられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を
修了し，修士の学位若しくは専門職学位に相当する学位を授与された者又は令和 6年 3
月31日までに授与される見込みの者
⑤　国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法
（昭和51年法律第72号）第 1条第 2項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基
づき設立された国際連合大学（以下「国際連合大学」という。）の課程を修了し，修士の
学位に相当する学位を授与された者又は令和 6年 3月31日までに授与される見込みの者
⑥　大学を卒業し，大学，研究所等において 2年以上研究に従事した者で，本研究科にお
いて当該研究の成果等により修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力が
あると認めたもの
⑦　外国において学校教育における16年の課程を修了した後，又は外国の学校が行う通信
教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育の16年
の課程を修了した後，大学，研究所等において 2年以上研究に従事した者で，本研究科
において当該研究の成果等により修士の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学
力があると認めたもの
⑧　本研究科において，個別の入学資格審査により修士の学位又は専門職学位を有する者
と同等以上の学力があると認めた者で，令和 6年 3月までに24歳に達するもの
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●　志願する者は，希望する分野の特定研究指導教員（27ページ参照）に事前に連絡し，
出願してください。
●　出願資格②，③により出願を希望する者は，出願に先立ち出願資格の確認を行いま
すので， 9ページの 2．提出先等（照会先）の係に問い合わせの上，同係の指示する
提出書類とともに返信用封筒（長形 3号に返信先の住所・氏名等を記入し，35４円分の
切手を貼ったもの）を提出してください。
　（※郵便料金の改定があった場合は，改定後の料金の郵便切手（速達分）を貼ってく
ださい。）
●　出願資格⑥～⑧により出願を希望する者は，出願に先立ち資格審査を行います。 8
ページの「出願資格の審査」を参照してください。

⑵　出願に必要な書類

①入　　学　　志　　願　　票 本要項に添付の用紙を使用してください。なお，「検定料納付証
明書（新潟大学提出用）」を所定欄に確実に貼ってください（※
取扱金融機関の収納印が押印されていることを必ず確認してく
ださい。）。

②受　験　票　・　写　真　票 所定箇所に写真（ 3 か月以内に撮影した，縦 4 ㎝×横 3 ㎝，上
半身，無帽，正面向きのもので受験時に眼鏡を使用する者は，
眼鏡をかけて撮影してください。）をそれぞれ貼ってください。

③成　　績　　証　　明　　書 出身学校長（研究科長，学部長等）が作成し，厳封したもの
④最終学歴
の修了証明
書
（右のいず
れか）

修了（又は見込み）
証明書

出身大学院の研究科長（又は学長）が作成したもの

卒 業 証 明 書 出身大学の学部長（又は学長）が作成したもの
学位授与証明書又
は学位申請受理証
明書

大学改革支援・学位授与機構が作成したもの

⑤修　　士　　論　　文　　等 修士の学位を有する者は，修士論文の写し及び論文の要旨（本
研究科所定の用紙で2,000字程度）各 1 部
また，専門職学位を有する者で，修士論文に相当する論文を有
する場合は，当該論文の写し 1 部
修士課程修了見込みの者及び出願資格④～⑧により出願する者
は，研究経過報告書（本研究科所定の用紙で2,000字程度）

⑥研　究（希　望）計　画　書 本研究科所定の用紙
⑦研　究　業　績　の　概　要 A 4 版で400字以内で様式は任意，若しくは専門領域で最新の業

績等のコピー
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⑧検　　定　　料　　30,000円 本要項に添付の「振込依頼書（新潟大学大学院保健学研究科（博
士後期課程）入学試験検定料）・振込金及び手数料領収書（志願
者保存）・検定料納付証明書（新潟大学提出用）」に必要事項を
記入し，以下の点に留意の上，切り離さずに最寄りの金融機関
（ゆうちょ銀行を除く。）に持参し，窓口で所定の検定料を振り
込んでください。その際，必ず取扱金融機関収納印欄に押印を
受けてください。
なお，振込手数料は，志願者本人の負担となります。
・依頼人氏名欄は，必ず志願者本人の氏名を記入してください。
・ 検定料の振込みは，令和 5 年 7 月 7 日㈮から 7 月14日㈮〔15

時〕までの期間内に必ず行ってください（※土・日曜日及び
祝日の振込みはできません。）。

・ ATM（現金自動預払機）での振込みはできません。
⑨検 定 料 納 付 証 明 書

（新 潟 大 学 提 出 用）
金融機関の窓口から返却された「検定料納付証明書（新潟大学
提出用）」を入学願書の所定欄に貼ってください（※取扱金融機
関の収納印が押印されていることを必ず確認してください。）。

⑩返　信　用　封　筒　 2 　枚
　・受 験 票 在 中
　・合 格 通 知 書 在 中

・ 封筒には，志願者の郵便番号，住所及び氏名を記入してくだ
さい。

・「受験票在中」の封筒には，郵便切手354円分を貼ってください。
　 （※郵便料金の改定があった場合は，改定後の料金の郵便切

手（速達分）を貼ってください。）
・ 「合格通知書在中」の封筒には，郵便切手を貼る必要はあり

ません。
⑪連 絡 受 信 先 シ ー ル 志願者の郵便番号，住所及び氏名を明記してください。
⑫在 留 カ ー ド の 写 し
　又　は　旅　券　の　写　し

外国籍を有する者は，在留カードの写し（表面及び裏面）又は
旅券の写しを提出してください。

・出願資格の審査

●�　入学試験出願資格認定申請を必要とする者は，希望する分野の特定研究指導教員（27ペ�
ージ参照）に事前に連絡してください。

本要項の出願資格等のうち「 1 の⑴の⑥～⑧」，「 2 の⑴の⑥～⑧」，「 3 の⑴の⑥～⑧」により
出願を希望する者は，事前に次の手続を行い，出願資格の審査を受けてから出願してください。

なお，提出書類のうち，本研究科所定の用紙は，下記の照会先へ予め申し出て受領してください。
「 3 ．提出書類」のうち，①，④～⑥については，本要項に添付の所定用紙に記入してください。

1 ．出願資格審査申請期間
令和 5 年 6 月23日㈮～ 6 月30日㈮午後 5 時〔厳守〕
（郵送による場合も，上記期間（必着）と同じ。土・日曜日の受付は行いません。）
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2 ．提出先等（照会先）
〒951-8518　新潟市中央区旭町通 2 番町746番地
　　新潟大学医学部保健学科学務係　　☎（025）227-2357・2358
郵送する場合は，書留郵便とし，封筒の表に「保健学研究科入学試験出願資格申請書在中」

と朱書きしてください。

3 ．提出書類
出願資格「 1の⑴の⑥～⑧」，「 2の⑴の⑥～⑧」，「 3の⑴の⑥～⑧」に該当する者
①　入学試験出願資格認定申請書（本研究科所定用紙）
②　最終学歴の卒業（修了）証明書
③　最終学歴の成績証明書
④　研究（希望）計画書（本研究科所定用紙）
⑤　修士論文要旨又は研究経過報告書（本研究科所定用紙）
⑥　研究業績等調書（本研究科所定用紙）
⑦　上記⑥に記載した論文，研究発表等の写し
⑧　封筒（審査結果通知用） 1 通（長形 3 号の封筒に志願者の郵便番号，住所及び氏名等

を記入し，郵便切手354円分を貼ってください。（※郵便料金の改定があった場合は，改
定後の料金の郵便切手（速達分）を貼ってください。））

４ ．審査方法
提出書類により出願資格の有無を審査します。なお，必要がある場合は面接を行います（面

接の日程は，別途連絡します。）。

5 ．審査結果の通知
審査結果は， 7 月 7 日㈮に申請者あてに郵送により通知します。

6 ．認定基準
出願資格「 1の⑴の⑧， 2の⑴の⑧， 3の⑴の⑧」の認定基準は，次のとおりです。
大学，短期大学，高等専門学校，専修学校専門課程又は各種学校を修了し，又は外国において

学校教育における16年の課程を修了した後，医療・保健・福祉施設，教育研究期間，官公庁，企
業等において令和 6 年 3 月までに 3 年以上の実務研究実績があり，著書，学術論文，研究発表
等により本学大学院保健学研究科博士前期課程修了と同等以上の学力があると認められる者

・出願期間

令和 5 年 7 月11日㈫～ 7 月14日㈮〔必着〕
（注）出願書類の提出は，郵送（書留速達）に限ります。

出願資格審査に提出した書類は，重複して提出する必要はありません。
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・出願手続等

1．出願方法及び提出先
⑴　志願者は，出願書類等を取りそろえ，本要項に添付の指定封筒（「大学院博士後期課程出願

書類在中」）を使用して郵送（書留速達）により提出してください。出願期間内必着とします。
⑵　提出先
　　〒951-8518　新潟市中央区旭町通 2 番町746番地
　　　　　　　　　新潟大学医学部保健学科学務係
　　　　　　　　　　☎（025）227-2357・2358

2 ．出願にあたっての注意事項
⑴　入学願書の志望教育研究分野は必ず記入してください。
⑵　出願手続後の提出書類の内容変更は認めません。
⑶　既納の検定料及び出願書類等は，返還しません。

ただし，検定料振込み後，出願期間内に出願書類を提出しなかった場合は，当該検定料
（30,000円）を返還します。

検定料の返還については，下記をご参照ください。
https://www.niigata-u.ac.jp/admissions/faculty/general/return-fee/
なお，返還対象となった日から 5 年以内に返還の申し出がない場合は，返還請求を辞退し

たものとさせていただきます。
問い合わせは，財務部財務管理課収入係まで連絡してください。
検定料に関する問い合わせ先

　　〒950-2181　新潟市西区五十嵐 2 の町8050番地
　　　　　　　　　新潟大学財務部財務管理課収入係
　　　　　　　　　　☎（025）262-6053
⑷　出願書類に虚偽の記載内容があった場合には，入学後においても入学が取り消されること

があります。
また，出願書類のうち，外国語で書かれた証明書等には，日本語訳を添付してください。

⑸　各種証明書と現在の姓名が異なる場合には，戸籍抄本等の変更の事実を証明する書類を提
出してください。

⑹　提出された出願書類等及び記載されている個人情報は，入学者選抜に係る業務に使用しま
す。

また，出願に当たってお知らせいただいた個人情報及び入試成績については，合格者のみ
①教務関係（学籍，修学指導等），②学生支援関係（健康管理，奨学金申請等），③授業料等
に関する業務を行うために利用します。

3 ．受験票の発送
7 月24日㈪に発送します。
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・入学者選抜の方法

一般選抜は，学力検査等（外国語「英語」，小論文，面接・専門分野「口頭試問」）及び出願書
類により総合的に判定します。

特別選抜（社会人・私費外国人留学生）は，学力検査等（小論文，面接・専門分野「口頭試問」）
及び出願書類により総合的に判定します。試験科目の外国語「英語」については，特別選抜（社
会人・私費外国人留学生）志願者は受験を要しません。

学力検査等実施日時・試験場

試　験　日 試 験 科 目 等 時　　間 試　　験　　場

令和 5 年 8 月22日㈫

英　　　　語 9 ：00～10：30
新潟大学医学部保健学科校舎
新潟市中央区旭町通 2 番町746番地

小　 論　 文 11：00～12：30
面　　　　接

13：30～
専門分野（口頭試問）

※一般選抜の外国語「英語」については，英和辞書 1 冊の持ち込みを可とします。
（注 1  ）専門分野（口頭試問）は，看護学・放射線技術科学・検査技術科学のいずれか志望する

分野について行います。
（注 2 ）受験に際しては，受験票を必ず持参してください。
（注 3 ）受験者は，試験開始20分前までに集合してください。

・不正行為への対応

⑴　次のことをすると不正行為となります。不正行為を行った場合は，その場で受験の中止と退
室を命じられ，それ以後の受験はできなくなります。また，受験したすべての試験の成績を無
効とします。

①　志願票，受験票，写真票，解答用紙へ故意に虚偽の記入（受験票，写真票に本人以外
の写真を貼ることや解答用紙に本人以外の受験番号を記入するなど。）をすること。

②　カンニング（カンニングペーパー・参考書・他の受験者の答案等を見ること，他の人　
から答えを教わることなど。）をすること。

③　他の受験者に答えを教えたりカンニングの手助けをすること。
④　試験時間中に，問題冊子を試験室から持ち出すこと。
⑤　解答用紙を試験室から持ち出すこと。
⑥　「解答はじめ。」の指示の前に，問題冊子を開いたり解答を始めること。
⑦　試験時間中に，スマートフォンや携帯電話，ウェアラブル端末，電子辞書，IC レコー

ダー，イヤホン，音楽プレーヤー等の電子機器類を使用すること。（イヤホンについて
は耳に装着されていれば使用しているものとします。試験時間中，病気・負傷や障害等
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　により補聴器を使用したい場合は事前にご相談ください。）
⑧　試験時間中に，持ち込みを許可されたもの以外の補助具（定規，コンパス，電卓等）

を使用すること。
⑨　「解答やめ。」の指示に従わず，鉛筆や消しゴムを持っていたり解答を続けること。

⑵　上記⑴以外にも，次のことをすると不正行為となることがあります。指示等に従わず，不正
行為と認定された場合の取扱いは，上記⑴と同様です。

①　試験時間中に，持ち込みを許可されたもの以外の補助具（定規，コンパス，電卓）及
びスマートフォン等の電子機器類等をかばん等にしまわず，身に付けていたり手に持っ
ていること。

②　試験時間中にスマートフォンや携帯電話，時計等の音（着信・アラーム・振動音など）
を長時間鳴らすなど，試験の進行に多大な影響を与えること。

③　試験に関することについて，自身や他の受験者を利するような虚偽の申出をすること。
④　試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。
⑤　試験場において試験監督者等の指示に従わないこと。
⑥　その他，試験の公平性を損なうおそれのある行為をすること。

・合格者発表

令和 5 年 9 月 7 日㈭に合格者には，合格通知書を郵送するとともに合格者の受験番号を新潟大
学大学院保健学研究科ホームページ（https://www.clg.niigata-u.ac.jp/）の「受験生の皆様へ」
→「入試関連情報」に掲載します（12時頃）。

なお，ホームページへの掲載は情報提供の一環として行うものですので，必ず合格通知書で確
認してください。
合否に関しての電話等による問い合わせには，一切応じません。

（欠員の補充方法）
　入学手続期間終了後，募集人員に欠員が生じた場合の補充は，追加合格により行います。
　追加合格該当者への通知は，令和 5 年 9 月21日頃に入学志願票に記入してある連絡先に電話等に
より行います。
　追加合格を行っても，なお欠員が生じた場合は，第 2 次募集を行います。

・入学手続等

入学手続の概要は，次のとおりです。詳細については，合格者に別途通知します。

HOBOHB-1.indd   12HOBOHB-1.indd   12 2023/05/16   13:57:142023/05/16   13:57:14



13 ――

1 ．入学手続期間
令和 5 年 9 月19日㈫～ 9 月20日㈬
⑴　郵送（書留速達，期間内必着）又は本研究科に来学の上，手続きを行ってください。
⑵　上記期間内に入学手続を完了しない場合，入学辞退として取り扱います。

2 ．入学に要する経費
入学料　282,000円（予定額）

（注）入学料免除希望者は，入学手続時に入学料を納付しないでください。

3 ．入学料免除について
次の⑴～⑶に該当する者のうち，入学手続期間内に所定の申請を行った者について，選考

の上，入学料の全額又は半額を免除する制度があります。また，入学料徴収猶予（延納）の
制度もあります。

⑴　経済的理由により，入学料の納付が著しく困難であり，かつ，学業優秀と認められる
者

⑵　入学前 1 年以内において，本学に入学する者の学資を主として負担している者（以下
「学資負担者」という。）が死亡し，又は本学に入学する者若しくは学資負担者が風水害
等の災害を受けたことにより，入学料の納付が著しく困難であると認められる者

⑶　上記に準ずる場合であって，相当の事由があると認められる者

４ ．授業料について
　年額　535,800円（前期分　267,900円，後期分　267,900円）〔予定額〕
（注 1 ）授業料は，入学後，口座引き落としにより納付していただきます。
（注 2 ）授業料の納付方法の詳細については，合格者に別途通知します。
（注 3 ）在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が適用されます。

5 ．授業料免除について
次の⑴～⑶に該当する者のうち，入学後，所定の期間内に申請を行った者について，選考

の上，各期（前期・後期）ごとに授業料の全額又は半額を免除する制度があります。また，
授業料徴収猶予（延納又は月割分納）の制度もあります。

⑴　経済的理由により納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる場合
⑵　授業料の当該期の納期前 6 か月以内（新入学者に対する入学した日の属する期分の免

除に係る場合は，入学前 1 年以内）又は納期中に，学生の学資を主として負担している
者（以下「学資負担者」という。）が死亡し，又は学生若しくは学資負担者が風水害等の
災害を受け，納付が著しく困難であると認められる場合

⑶　上記に準ずる場合であって，学長が相当と認める事由がある場合

6 ．奨学金について
日本学生支援機構には，学業・人物ともに優れた学生で経済的理由のため修学困難である

と認められる者に対し，奨学金を貸与する制度があります。
この奨学金は，本人の申請に基づき，学業成績，研究能力及び家庭の経済的事情等を審査
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し，選考の上，日本学生支援機構に推薦し，決定されるものです。

・長期履修制度

この制度は，職業（常勤に限る）を有している学生に対して，標準修業年限（ 3 年）を超えて
4 年又は 5 年にわたり計画的に教育課程を履修して課程を修了することを可能にした制度です。

この制度を認められた学生（長期履修学生）は，その授業料については，学生の負担軽減を図
る観点から，標準修業年限の授業料総額を希望する在学年限で分割して納めることができます。

・その他
1 ．障がい等を有する志願者は，受験上及び修学上の配慮を必要とすることがありますので，事

前に下記の問い合わせ先まで申し出てください。
2 ．その他出願に際して疑問又は不明の点があれば下記に問い合わせてください。

問い合わせ先
〒951-8518　新潟市中央区旭町通 2 番町746番地
　　　　　　　新潟大学医学部保健学科学務係
　　　　　　　　☎（025）227-2357・2358
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〔進 学 者 選 考〕

・出願資格等

⑴　出願資格
新潟大学大学院修士課程，博士前期課程又は専門職学位課程を，令和 6 年 3 月修了見込みの

者

⑵　出願に必要な書類

①進 学 願 書 本研究科所定の用紙
②受 験 票 ・ 写 真 票 所定箇所に写真（ 3 か月以内に撮影した，縦 4 ㎝×横 3 ㎝，

上半身，無帽，正面向きのもので受験時に眼鏡を使用する者
は，眼鏡をかけて撮影してください。）をそれぞれ貼ってくだ
さい。

③成 績 証 明 書 研究科長が作成し，厳封したもの
④修士課程の修了見込証明書 研究科長が作成したもの
⑤研 究 経 過 報 告 書 本研究科所定の用紙で2,000字程度
⑥研 究（希 望）計 画 書 本研究科所定の用紙
⑦返 信 用 封 筒 2 枚
　・受 験 票 在 中
　・合 格 通 知 書 在 中

・ 封筒には，志願者の郵便番号，住所及び氏名を記入してく
ださい。

・ 「受験票在中」の封筒には，郵便切手354円分を貼ってくだ
さい。（※郵便料金の改定があった場合は，改定後の料金
の郵便切手（速達分）を貼ってください。）

・ 「合格通知書在中」の封筒には，郵便切手を貼る必要はあ
りません。

⑧連 絡 受 信 先 シ ー ル 志願者の郵便番号，住所及び氏名を明記してください。
⑨在 留 カ ー ド の 写 し
　又 は 旅 券 の 写 し

外国籍を有する者は，在留カードの写し（表面及び裏面）又
は旅券の写しを提出してください。

⑩就 学 承 諾 書 社会人（入学後も引き続き勤務を続ける者）の方については，
本研究科所定の用紙を提出してください。

・出願期間

令和 5 年 7 月11日㈫～ 7 月14日㈮〔必着〕
（注）出願書類の提出は，郵送（書留速達）に限ります。
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・出願手続等

1．出願方法及び提出先
⑴　志願者は，出願書類等を取りそろえ，本要項に添付の指定封筒（「大学院博士後期課程出願

書類在中」）を使用して郵送（書留速達）により提出してください。出願期間内必着とします。
⑵　提出先

　　　　〒951-8518　新潟市中央区旭町通 2 番町746番地
　　　　　　　　　　　新潟大学医学部保健学科学務係
　　　　　　　　　　　　☎（025）227-2357・2358

2 ．出願にあたっての注意事項
⑴　検定料は不要です。
⑵　進学願書の志望教育研究分野は必ず記入してください。
⑶　出願書類受理後は，いかなる理由があっても書類の返却，記載事項の変更はできません。
⑷　出願書類に虚偽の記載内容があった場合には，進学後においても進学が取り消されること

があります。
⑸　提出された出願書類等及び記載されている個人情報は，進学者選考に係る業務に使用します。
　　また，出願に当たってお知らせいただいた個人情報及び入試成績については，進学後の①

教務関係（学籍，修学指導等），②学生支援関係（健康管理，奨学金申請書），③授業料等に
関する業務を行うために利用します。

3 ．受験票の発送
7 月24日㈪に発送します。

・進学者選考の方法

進学者の選考は，学力検査等（外国語「英語」，小論文，面接・専門分野「口頭試問」）及び出
願書類により総合的に判定します。

学力検査等実施日時・試験場

試　験　日 試 験 科 目 等 時　　間 試　　験　　場

令和 5 年 8 月22日㈫

英　　　　語 9 ：00～10：30

新潟大学医学部保健学科校舎
新潟市中央区旭町通 2 番町746番地

小　 論　 文 11：00～12：30
面　　　　接

13：30～
専門分野（口頭試問）

※外国語「英語」は，英和辞書 1 冊の持ち込みを可とします。
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（注 1 ）専門分野（口頭試問）は，看護学・放射線技術科学・検査技術科学のいずれか志望する
分野について行います。

（注 2 ）受験に際しては，受験票を必ず持参してください。
（注 3 ）受験者は，試験開始20分前までに集合してください。

・不正行為への対応

⑴　次のことをすると不正行為となります。不正行為を行った場合は，その場で受験の中止と退
室を命じられ，それ以後の受験はできなくなります。また，受験したすべての試験の成績を無
効とします。

①　志願票，受験票，写真票，解答用紙へ故意に虚偽の記入（受験票，写真票に本人以外
の写真を貼ることや解答用紙に本人以外の受験番号を記入するなど。）をすること。

②　カンニング（カンニングペーパー・参考書・他の受験者の答案等を見ること，他の人
から答えを教わることなど。）をすること。

③　他の受験者に答えを教えたりカンニングの手助けをすること。
④　試験時間中に，問題冊子を試験室から持ち出すこと。
⑤　解答用紙を試験室から持ち出すこと。
⑥　「解答はじめ。」の指示の前に，問題冊子を開いたり解答を始めること。
⑦　試験時間中に，スマートフォンや携帯電話，ウェアラブル端末，電子辞書，IC レコー

ダー，イヤホン，音楽プレーヤー等の電子機器類を使用すること。（イヤホンについて
は耳に装着されていれば使用しているものとします。試験時間中，病気・負傷や障害等
により補聴器を使用したい場合は事前にご相談ください。）

⑧　試験時間中に，持ち込みを許可されたもの以外の補助具（定規，コンパス，電卓等）
を使用すること。

⑨　「解答やめ。」の指示に従わず，鉛筆や消しゴムを持っていたり解答を続けること。

⑵　上記⑴以外にも，次のことをすると不正行為となることがあります。指示等に従わず，不正
行為と認定された場合の取扱いは，上記⑴と同様です。

①　試験時間中に，持ち込みを許可されたもの以外の補助具（定規，コンパス，電卓）及
びスマートフォン等の電子機器類等をかばん等にしまわず，身に付けていたり手に持っ
ていること。

②　試験時間中にスマートフォンや携帯電話，時計等の音（着信・アラーム・振動音など）
を長時間鳴らすなど，試験の進行に多大な影響を与えること。

③　試験に関することについて，自身や他の受験者を利するような虚偽の申出をすること。
④　試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。
⑤　試験場において試験監督者等の指示に従わないこと。
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⑥　その他，試験の公平性を損なうおそれのある行為をすること。

・合格者発表

令和 5 年 9 月 7 日㈭に合格者には，合格通知書を郵送するとともに合格者の受験番号を新潟大
学大学院保健学研究科ホームページ（https://www.clg.niigata-u.ac.jp/）の「受験生の皆様へ」
→「入試関連情報」に掲載します（12時頃）。

なお，ホームページへの掲載は情報提供の一環として行うものですので，必ず合格通知書で確
認してください。
合否に関しての電話等による問い合わせには，一切応じません。

　（欠員の補充方法）
　入学手続期間終了後，募集人員に欠員が生じた場合の補充は，追加合格により行います。
　追加合格該当者への通知は，令和 5 年 9 月21日頃に進学願書に記入してある連絡先に電話等に
より行います。
　追加合格を行っても，なお欠員が生じた場合は，第 2 次募集を行います。

・進学手続等

進学手続の概要は，次のとおりです。詳細については，合格者に別途通知します。

1 ．進学手続期間
令和 5 年 9 月19日㈫～ 9 月20日㈬
⑴　郵送（書留速達，期間内必着）又は本研究科に来学の上，手続きを行ってください。
⑵　上記期間内に進学手続を完了しない場合，進学辞退として取り扱います。

2 ．入学料
入学料は不要です。

3 ．授業料について
　年額　535,800円（前期分　267,900円，後期分　267,900円）〔予定額〕
（注 1 ）授業料は，進学後，口座引き落としにより納付していただきます。
（注 2 ）授業料の納付方法の詳細については，合格者に別途通知します。
（注 3 ）在学中に授業料改定が行われた場合には，改定時から新授業料が適用されます。

4 ．授業料免除について
次の⑴～⑶に該当する者のうち，進学後，所定の期間内に申請を行った者について，選考

の上，各期（前期・後期）ごとに授業料の全額又は半額を免除する制度があります。また，
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授業料徴収猶予（延納又は月割分納）の制度もあります。
⑴　経済的理由により納付が困難であり，かつ，学業優秀と認められる場合
⑵　授業料の当該期の納期前 6 か月以内（新入学者に対する入学した日の属する期分の免

除に係る場合は，入学前 1 年以内）又は納期中に，学生の学資を主として負担している
者（以下「学資負担者」という。）が死亡し，又は学生若しくは学資負担者が風水害等の
災害を受け，納付が著しく困難であると認められる場合

⑶　上記に準ずる場合であって，学長が相当と認める事由がある場合

5 ．奨学金について
日本学生支援機構には，学業・人物ともに優れた学生で経済的理由のため修学困難である

と認められる者に対し，奨学金を貸与する制度があります。
この奨学金は，本人の申請に基づき，学業成績，研究能力及び家庭の経済的事情等を審査

し，選考の上，日本学生支援機構に推薦し，決定されるものです。
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〔入学・進学案内等〕

・入学・進学案内

標準修業年限及び学位

教育研究分野 標準修業年限 授与される学位
看　　護　　学　　分　　野
放 射 線 技 術 科 学 分 野
検 査 技 術 科 学 分 野

3 年 博士（保健学）

・教育方法の特例〔大学院設置基準（昭和４9年文部省令第28号）
　第1４条に定める教育方法の特例〕による教育

医療・保健・福祉施設，教育研究機関，官公庁，企業等において活躍中の社会人が本研究科で
学ぶ場合， 3 年間完全に勤務を離れ学業に専念することになりますが，このような就学条件を満
たすことは一般的に難しいことです。

そこで，このような社会人学生に対しては，大学院設置基準第14条の「大学院の課程において
は，教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時期において授
業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。」の規定に基づき，教育方
法の特例を実施します。

この特例により，学生は，それぞれの研究テーマに応じ，指導教員と協議の上，通常の授業形
態のほか，夜間講義や週末又は夏期等の休業期間における集中講義等による単位修得の便宜を受
けて研究を継続させ，博士論文を作成することができます。

・長期履修制度

この制度は，職業（常勤に限る）を有している学生に対して，標準修業年限（ 3 年）を超えて
4 年又は 5 年にわたり計画的に教育課程を履修して課程を修了することを可能にした制度です。

この制度を認められた学生（長期履修学生）は，その授業料については，学生の負担軽減を図
る観点から，標準修業年限の授業料総額を希望する在学年限で分割して納めることができます。
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・履修科目・履修指導・研究指導等

1．授業科目，履修方法
⑴　授業科目

授業科目は，講義 2 単位，演習 2 単位，特定研究 4 単位からなる。
ただし，特定研究は，博士論文テーマに沿った研究指導を行います。

⑵　履修方法
必修科目及び選択科目合計12単位以上を指導教員の指導を受けて履修する。
必修科目：共通コア科目 2 単位を履修すること。
　　　　　指導教員の開講する特講 2 単位，演習 2 単位及び特定研究 4 単位を履修する。
選択科目： 指導教員の指導を受けて，研究科に開講されている研究支持科目から 2 単位以

上を修得すること。
⑶　修了の要件

①　本研究科に 3 年以上在学して，所定の単位（12単位以上）を修得し，かつ，必要な研究
指導を受けた上で大学院の行う博士論文の審査及び最終試験に合格することとします。

②　授業科目の概要
次表の「授業科目一覧表」のとおり共通コア科目，研究支持科目（講義）並びに看護学

分野，放射線技術科学分野及び検査技術科学分野の専門科目（講義，演習及び特定研究）
を設けます。

なお，開設する授業科目については，23ページ以降に示してあります。

HOBOHB-1.indd   21HOBOHB-1.indd   21 2023/05/16   13:57:142023/05/16   13:57:14



22― ―

授業科目一覧表
　 1．専攻共通授業科目
　　共通コア科目

授　業　科　目 単　位 必修・選択

リサーチ・メソッズ・アドバンスト 2 必　修

　　研究支持科目

授　業　科　目 単　位 必修・選択

ケ ア 技 術 開 発 法 2

選　択保 健 学 情 報 解 析 法 2

研　　究　　倫　　理 2

　 2 ．教育研究分野別授業科目
　　専門科目

教育研究分野 科目区分 授　　業　　科　　目 単　位

看　　護　　学　　分　　野 専門科目 小児・女性看護学特講
小児・女性看護学特講演習
地域・国際看護学特講
地域・国際看護学特講演習
成人・老年看護学特講
成人・老年看護学特講演習

2
2
2
2
2
2

特定研究 保健学特定研究（看護学） 4

放 射 線 技 術 科 学 分 野 専門科目 医学物理学特講
医学物理学特講演習
生体機能情報解析学特講
生体機能情報解析学特講演習
臨床画像医学特講
臨床画像医学特講演習
放射線腫瘍学特講
放射線腫瘍学特講演習
医用画像情報学特講
医用画像情報学特講演習
放射線治療医学物理臨床実習

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
4

特定研究 保健学特定研究（放射線技術科学） 4

検 査 技 術 科 学 分 野 専門科目 ゲノム・微生物病態検査科学特講
ゲノム・微生物病態検査科学特講演習
生体システム機能検査科学特講
生体システム機能検査科学特講演習
病態病理検査科学特講
病態病理検査科学特講演習
免疫・血液病態検査科学特講
免疫・血液病態検査科学特講演習

2
2
2
2
2
2
2
2

特定研究 保健学特定研究（検査技術科学） 4
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開設授業科目の概要
　 1 ．共通コア科目

授業科目名 担　当　教　員 授　業　科　目　の　概　要

リサーチ・メソッズ・ア
ドバンスト

近藤　世範　教授
大久保真樹　教授
佐藤　拓一　教授
佐藤　英世　教授
関　　奈緒　教授
有森　直子　教授
宮坂　道夫　教授

　本科目では，保健学領域における研究者として最低限必
要な，博士後期課程における研究活動に対する心構えや方
法論を習得することが，学習者の目的である。また，具体
的な目標は，文献調査，研究テーマの着想，倫理的観点か
らの検討，研究の実践，学会発表，論文執筆を実践できる
基礎を身につけることにある。そのために，⑴研究課題の
特定，⑵研究手法の選択，⑶研究計画とデータ収集／デー
タ分析，⑷研究結果の報告，⑸研究者としてのキャリア形
成，の各テーマについての講義および演習を行う。

　 2．研究支持科目

授業科目名 担　当　教　員 授　業　科　目　の　概　要

ケ ア 技 術 開 発 法 内山美枝子　教授　

　科学的根拠に基づいた全人的なケアの開発とその検証を
めぐって，看護実践の倫理及び研究倫理を基盤におき，統
合医療及び相補代替療法の基礎理論を教授し，看護支援の
技術開発のための研究手法・解析法，さらに全人的看護に
対する検証法について，最新の研究成果をもとに論考する。

保 健 学 情 報 解 析 法 関　　奈緒　教授

　Evidence-Based の質の高い保健学研究を立案・実施す
るために必要かつ適切な保健情報の探索によって得られた
情報を批判的に検討し精度を評価する能力を身につける。
保健学研究において求められるデータ解析のための高度な
統計学手法，保健医療における個人情報の適切な取り扱い，
倫理的配慮等を学び，さらに文献を素材とした演習および
研究計画の実践を通じてその応用力を修得する。

研 究 倫 理 宮坂　道夫　教授

　本科目では，Ⅰ総論として⑴生命倫理―医療・生命科学
領域で生じている倫理的問題，⑵技術倫理―科学技術や工
学領域で生じている倫理的問題，⑶環境倫理―人間の活動
が環境にもたらす影響によって生じている倫理的問題，の
3 領域について，これまでの発達の経緯と理論的基盤につ
いての講義を行う。
　その上で，Ⅱ各論として，医学・医療に関連する研究活
動についての倫理的問題について，⑴倫理原則と法規，⑵
個別事例の検討の方法の二つについて，ケーススタディを
行いながら検討する。
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　 3― 1．専門科目（看護学分野）

授業科目名 担　当　教　員 授　業　科　目　の　概　要

小児・女性看護学特講

有森　直子　教授
内山美枝子　教授
住吉　智子　教授
関島香代子　准教授
田中　美央　准教授
西方　真弓　准教授

　小児及びライフサイクル各期にある女性と家族の健康支
援において，特に多胎児や慢性疾患児とその親，家族の健
康問題，不妊や女性特有の心身不調などの健康課題に特化
し，心理社会的および身体的な健康・生活支援のための諸
理論並びに先端的な看護介入法について論究する。
 （オムニバス方式）

小児・女性看護学特講演習

有森　直子　教授
内山美枝子　教授
住吉　智子　教授
関島香代子　准教授
田中　美央　准教授
西方　真弓　准教授

　小児，女性，及び家族の健康支援について，個人や家族
の発達過程とともに地理的特性や文化風土も視座におき，
特有の支援ニーズをもつ個人や家族の看護介入に関する国
内外の文献の講読と批判的思考を通して，学際的な研究法
の理解を深め，それを応用できるように演習を行う。
 （オムニバス方式）

地域・国際看護学特講

佐藤美由紀　教授
関　　奈緒　教授
中村　　勝　教授
宮坂　道夫　教授
井上　智代　准教授
成田　太一　准教授

　人々の健康と地域社会の風土，文化の相互作用に注目し，
さらには人々の健康問題について，国境を越えた世界レベ
ルで捉え，特定の国の文化や国情の違いを踏まえながら，
その地域で生活する人々の疾病予防のための生活習慣なら
び健康行動の測定指標の開発ならび看護介入法，研究法に
ついて論究する。 （オムニバス方式）

地域・国際看護学特講演習

佐藤美由紀　教授
関　　奈緒　教授
中村　　勝　教授
宮坂　道夫　教授
井上　智代　准教授
成田　太一　准教授

　地域社会の風土と伝統・文化，さらには歴史・政治経済
といった社会環境を視座におき，特有の支援ニーズを持つ
人々の健康問題に焦点をあて，援助理論やケア開発技術に
ついて国内外の論文の精読と批判的思考を通して，地球規
模での健康支援の研究手法の理解を深め，それを応用出来
るように演習を行う。 （オムニバス方式）

成人・老年看護学特講

小山　　諭　教授
坂井さゆり　教授
柿原奈保子　准教授
清水　詩子　准教授
横野　知江　准教授

　成人，老年期にある人々の多様な健康状態と社会生活の
変容過程における支援について，重要課題の特定，問題解
決的アプローチと成果，ケアの質管理，ケアの測定指標や
ケアシステム開発等について必要な理論および検証過程を
さまざまな専門的視点から論究する。 （オムニバス方式）

成人・老年看護学特講演習

小山　　諭　教授
坂井さゆり　教授
柿原奈保子　准教授
清水　詩子　准教授
横野　知江　准教授

　成人・老年看護学特講をふまえ，理論生成および検証過
程の理解を通し，研究システムや研究手法の探索および研
究計画を作成し，各自予備研究等を行う。
　看護実践能力の向上をめざすものは，看護・教育等の実
際を通し，看護現象の分析，組織調整，倫理的判断，エビ
デンスの集積・生成等の過程を体験し，かつ自己評価とと
もにスーパービジョンを受け，看護問題に対する多面的ア
プローチ法開発の実現に向けた演習を行う。
 （オムニバス方式）

保健学特定研究（看護学）

有森　直子　教授
内山美枝子　教授
小山　　諭　教授
坂井さゆり　教授
佐藤美由紀　教授
住吉　智子　教授
関　　奈緒　教授
中村　　勝　教授
宮坂　道夫　教授
清水　詩子　准教授
関島香代子　准教授
西方　真弓　准教授
横野　知江　准教授
井上　智代　准教授
成田　太一　准教授
齋藤　あや　准教授
田中　美央　准教授

　看護学の視点から健康や生活支援に関わる研究課題を設
定し，倫理的配慮にもとづいて研究計画の立案，各種調査
法や実験法等によるデータ収集，質的又は統計学的手法を
用いて分析し，それらを通して研究論文の作成に至るまで
のプロセスを自立してできるように指導する。
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　 3― 2．専門科目（放射線技術科学分野）

授業科目名 担　当　教　員 授　業　科　目　の　概　要

医 学 物 理 学 特 講
齋藤　正敏　教授
大久保真樹　教授
宇都宮　悟　准教授

　放射線医学分野における物理学の画像診断及び放射線治
療への応用について，先端的研究を中心に教授する。
 （オムニバス方式）

医 学 物 理 学 特 講 演 習
大久保真樹　教授
齋藤　正敏　教授
宇都宮　悟　准教授

　医学物理領域の研究に関する文献や資料を輪読すると共
に，講義内容の理解深化を目的としたコンピュータシミュ
レーション等の演習指導を行う。 （オムニバス方式）

生体機能情報解析学特講
小林　公一　教授
山崎　芳裕　教授
坂本　　信　教授※

　生体の機能について生体医工学あるいは生理・生化学的
観点から，放射線技術等を用いて解析を行う手法とその臨
床応用について探求する。 （オムニバス方式）

生体機能情報解析学特講
演習

小林　公一　教授
山崎　芳裕　教授

　MRI，超音波，放射線技術と放射性薬剤等を利用した生
体の機能を解明するため新たな理論や技術について，演習
を通じて追究する。 （オムニバス方式）

臨 床 画 像 医 学 特 講 高橋　直也　教授
　X 線 CT，MRI を用いた画像診断に関する技術（死亡時
画像診断を含む）について，講義と討論を通して，考究する。

臨床画像医学特講演習 高橋　直也　教授
　X 線 CT，MRI を用いた画像診断に関する技術（死亡時
画像診断を含む）について，画像を用いた演習，討論を行う。

放 射 線 腫 瘍 学 特 講 笹本　龍太　教授
　放射線腫瘍学及び医学物理学に関する講義と討論を通し
て，より臨床に即した視点で考究する。

放射線腫瘍学特講演習 笹本　龍太　教授
　放射線腫瘍学及び医学物理学に関する最新の知見につい
て，演習を通して探求する。

医 用 画 像 情 報 学 特 講 近藤　世範　教授

　放射線，電磁波，超音波などの媒体を用いて得た画像情
報を異なる角度からの最新の画像処理・加工技術，解析手
法について探求する。また，コンピュータ診断支援システ
ムの開発のポイント及びそのシステムの精度の評価法等に
ついて考究する。

医用画像情報学特講演習 近藤　世範　教授

　画像情報を解析し，その特徴を抽出するための画像処理
法や画像情報の定量的最新評価法の演習を行う。更に，コ
ンピュータ診断支援システム構築の実例について，その構
築から評価までの演習を通してシステム開発に向けた概念
を探求する。

放射線治療医学物理臨床
実習

笹本　龍太　教授
宇都宮　悟　准教授

　外部照射放射線治療および小線源治療における線量測
定，治療計画，品質保証・品質管理の理論を修得し，臨床
医学物理の実務を実地研修する中で臨床医学物理職務を自
立して遂行する能力を培う。

保健学特定研究（放射線
技術科学）

大久保真樹　教授
小林　公一　教授
近藤　世範　教授
齋藤　正敏　教授
笹本　龍太　教授
高橋　直也　教授
山崎　芳裕　教授
宇都宮　悟　准教授

　放射線技術科学に関する先端的基礎研究及び臨床応用研
究課題を設定し，研究計画の立案，実験によるデータの収
集と分析を通して研究論文作成を行う。

※　理事・副学長の協力教員
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　 3― 3．専門科目（検査技術科学分野）

授業科目名 担　当　教　員 授　業　科　目　の　概　要

ゲノム・微生物病態検査
科学特講

佐藤　英世　教授
渡邉香奈子　准教授
サトウ　恵　准教授

　ゲノムの構造と機能の全体像を明確にし，遺伝子発現調
節，ゲノム研究の方法論，ゲノムの分子生物学的及びコン
ピュータによる解析法について教授する。また，感染の成
立に関与している病原体側の主要な因子の検索手法及び同
定法を教授するとともに，宿主側の防御機構の多様性とそ
の検査手法並びに感染予防法について教授する。

ゲノム・微生物病態検査
科学特講演習

佐藤　英世　教授
渡邉香奈子　准教授
サトウ　恵　准教授

　極微量検体からの DNA 抽出方法並びに抽出された
DNA の取り扱いに関する新しい技術を演習するととも 
に，病原微生物による感染症の分子遺伝学的並びに免疫学
的検査法について演習する。

生体システム機能検査科
学特講

佐藤　拓一　教授
池主　雅臣　教授
松田　康伸　准教授

　生体システムにおける情報伝達及び情報処理のメカニズ
ムとその解析方法について教授するとともに，循環器系疾
患の診断と心機能評価における超音波検査，各種心電図検
査，並びに腹部臓器に対する超音波検査について，早期診
断のための検査法と治療への応用を含め教授する。
 （オムニバス方式）

生体システム機能検査科
学特講演習

佐藤　拓一　教授
池主　雅臣　教授
松田　康伸　准教授

　個体，臓器・組織，さらに，細胞，細胞内小器官等の生
体システムにおける情報伝達及び情報処理について，研究
モデルの作成，情報の検出・計測及びデータ処理等の新し
い研究方法について演習するとともに，病態生理機能学に
関する新しい検査技術についての演習も行う。
 （オムニバス方式）

病態病理検査科学特講 須貝　美佳　准教授

　機能的・形態的に異常を起こした細胞が生体に種々の腫
瘍性及び非腫瘍性疾患を惹起する過程について解説すると
ともに，生体における正常細胞と異常細胞の形態的・機能
的変化とその解析方法について教授する。

病態病理検査科学特講演習 須貝　美佳　准教授

　細胞・組織の形態的検査法である基本染色，組織化学染
色，免疫組織化学染色，遺伝子発現を捉えるための免疫染
色や in situ ハイブリダイゼーション法及び多重染色法と
電顕的検索法を用いた細胞分子レベルでの新しい病態検査
法について演習する。

免疫・血液病態検査科学
特講

富山智香子　准教授
牛木　隆志　准教授

　免疫系の恒常的破綻による疾患についての概要を解説し
た上で糸球体腎炎及び膠原病を例にとり，その発症メカニ
ズム及び検査法を教授する。血液学では特に造血器腫瘍に
関する診断，治療の評価，及び新しい治療法の開発と関連
する各種の新しい検索手段について教授する。
 （オムニバス方式）

免疫・血液病態検査科学
特講演習

富山智香子　准教授
牛木　隆志　准教授

　腎疾患及び自己免疫疾患の病因病態解析に関する検査法
を演習するとともに，造血器腫瘍の病態の解明，診断，治
療の評価と新しい治療法の開発に必要な検査技術について
も演習する。 （オムニバス方式）

保健学特定研究（検査技
術科学）

佐藤　拓一　教授
佐藤　英世　教授
池主　雅臣　教授
牛木　隆志　准教授
サトウ　恵　准教授
富山智香子　准教授
松田　康伸　准教授
渡邉香奈子　准教授
奥田　明子　講師

　分子，細胞，組織，個体の各レベルにおける生体機能と
その物質基盤，及び各種疾患の病因，病態の解明に関連す
る検査技術に関する研究課題を設定し，研究計画の立案，
実験の準備および実施，データの収集・解析，論文作成を
行い，各研究テーマについて研究・指導を行う。

HOBOHB-1.indd   26HOBOHB-1.indd   26 2023/05/16   13:57:152023/05/16   13:57:15



27 ――

特定研究指導教員一覧

分野 教 員 名 主 な 研 究 テ ー マ 照会先メールアドレス

看

護

学

有森　直子 遺伝/ゲノム看護，意思決定の支援，助産学に関する研究 arimori

内山美枝子 検診・治療過程のケア開発に関する研究 uchiyama

小山　　諭 がん治療，周術期などにおける代謝栄養に関する研究，サルコペニアに関する研究 yukmy

坂井さゆり がん看護，緩和ケア，生命倫理に関する研究 sakai

佐藤美由紀 地域保健活動に関する評価研究，アクションリサーチによる健康なまちづくり m-sato

住吉　智子 小児の医療情報に関する教材開発，自立支援に関する研究 sumiyosi

関　　奈緒 公衆衛生学，予防医学に関する研究 nao

中村　　勝 精神保護看護に関する研究 nakamura

宮坂　道夫 生命倫理学，医療倫理学，看護倫理学の方法論についての研究，ナラティヴ・アプ

ローチについての研究

miyasaka

清水　詩子 透析看護に関する研究 shirakaba

関島香代子 女性の健康とヘルスプロモーション ksekijima

田中　美央 障がい児や医療的ケア児とその家族の支援方策の開発 mio

西方　真弓 周産期のハイリスク妊産婦とその家族へのケアに関する研究 nishikata

横野　知江 看護師の継続教育，スキンケア，ケア技術の評価・開発に関する研究 tyokono

放
射
線
技
術
科
学

大久保真樹 X 線および核磁気共鳴を利用した生体情報の計測と解析 mook

小林　公一 医用画像による生体構造および機能の解析と評価 kobayasi

近藤　世範 医療用コンピュータ支援診断システムの高度化と汎用化に関する研究 kondoy

齋藤　正敏 医用 X 線イメージングに関する新規手法の研究・開発 masaito

笹本　龍太 放射線治療の精度等に関する研究 rsasa

高橋　直也 X 線 CT，MRI を用いた死亡時画像診断技術に関する研究 nandtr

山崎　芳裕 核医学領域の画質および定量に関する研究 yoyama

宇都宮　悟 高精度放射線治療の精度向上と品質保証の効率化に関する研究・開発 sutsuno

検
査
技
術
科
学

佐藤　拓一 口腔生態系の網羅的・質的解析システムの開発に関する研究 tak

佐藤　英世 酸化ストレス応答に関与するアミノ酸輸送系の分子生物学的解析 hideyo-s

池主　雅臣 心臓突然死の予知と予防，病態解明に関する研究 masaomi

牛木　隆志 炎症抑制因子 SOCS family による慢性炎症制御 tushiki

サトウ　恵 エコヘルスにおける寄生虫感染症～環境変化と寄生虫感染リスク評価 satomeg

富山智香子 肝臓内免疫担当細胞と疾患との関連性 tomiyama

松田　康伸 肝細胞がんの DNA 修復機構の解析 yasunobu@med.

渡邉香奈子 病原微生物の病原性と宿主細胞分子の解析 kwatanabe

奥田　明子 膜透過ペプチドを用いた細胞内デリバリーに関する研究 okudaa

（メールアドレスは「@clg.niigata-u.ac.jp」の表記を省略）

博士後期課程の入学試験に関する照会先
〒951-8518　新潟市中央区旭町通 2 番町746番地

新潟大学医学部保健学科学務係
☎（025）2 2 7 - 2 3 5 7・2 3 5 8
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新潟大学大学院保健学研究科入学試験場案内図

備　考
1 ．交通（バス）案内（往路）

⃝新潟駅前発「C 2 浜浦町線バス」に乗車し，「附属学校入口」下車，徒歩約 1 分。
⃝新潟駅前発「B 1 萬代橋ライン（BRT）バス」又は「C 3 信濃町線バス」に乗車し，

「東中通」下車，徒歩約 5 分。
2 ．交通（バス）案内（復路）

⃝バス停「東中通」より，「新潟駅前」行きに乗車
3 ．案内図中 線はバス路線を， 印はバス停留所を示します。
4 ．案内図中 線は徒歩を示します。
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〒951-8518　新潟市中央区旭町通 ２番町746番地
新潟大学医学部保健学科学務係
☎ （0 ２ 5） ２ ２ 7 - ２ 3 5 7 ・ ２ 3 5 8

ホームページ：https://www.clg.niigata-u.ac.jp

令和 ６ 年度

新潟大学大学院保健学研究科

（博士後期課程）

学 生 募 集 要 項

新潟大学大学院保健学研究科

問い合わせ先
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